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�短歌の学習に「トラ

イやる」という自身の

経験を生かしました。

角
かど

宏一郎
こういちろう

くん（２年）

六 瀬 中 学 校

▼「香」から蚊取り線香をイ

メージし、絵文字を描きまし

た。煙の部分や背景に、蚊を

描き込む工夫がされています。

平尾
ひらお

彩花
あやか

さん（１年）

�筆の運びに気をつけて、リ

ズムよく丁寧に書きました。

國戸
くにと

永恭
えいすけ

くん（３年）

▼彫りあげた印をデッサン

しました。立体感を出すた

めに、輪郭の線や影の濃淡

を意識して描きました。

佐谷
さたに

怜美
れみ

さん（２年）

▲1 0月1 7・1 8日、杉生地区の八坂神

社で、秋まつりの恒例行事となって

いる子ども歌舞伎「練り込み」が行

われました。

練り込みは、江戸時代から始まっ

た農村歌舞伎の流れをくむもので、

杉生・西畑地区の４歳から1 5歳の子

ども達が衣装に身を包み、化粧をし

て地区内を練り歩きました。

歌
舞
伎
役
者
の
衣
装
で
熱
演

▼1 1月３日、「第 4 1回いながわまつり」が総

合公園・文化体育館・生涯学習センターを会

場に開催されました。クッキーズスペシャル

のお姉さん達による「歌はともだちコンサー

ト」などまつり に華を添え町 内外か ら約

4 6 , 0 0 0人が参加する盛大な催しとなりました。

▲1 1月８日、大島小学校で大島小学校区まちづく

り協議会が合同防災訓練を実施しました。

初期消火・応急手当・煙体験などが実施され、

参加者約4 5 0人は、実際に消火器を使って火を消し

たりと、いざという時のための訓練を行いました。

�
猪
名
川
を
き
れ
い
に
し
て
い
く
運
動
を
た

く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ

た
清
流
猪
名
川
を
取
り
戻
そ
う
町
民
運
動
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
な
ぼ
う
」

の
着
ぐ
る
み
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
お
祭
り
や
運
動
会
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
す
の
で
、
顔

を
見
た
と
き
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
！

いなぼうです。
よろしくね！

猪
名
川
町
の
東
玄
関
日
生
中
央
駅
東
側

に
シ
ン
ボ
ル
ゲ
ー
ト
が
あ
る
の
を
ご
存
知

で
す
か
。
仕
事
な
ど
で
疲
れ
て
帰
っ
て
来

た
人
を
優
し
く
迎
え
る
門
。
ふ
る
さ
と
猪

名
川
町
を
離
れ
て
い
る
人
の
里
帰
り
を
温

か
く
迎
え
る
マ
イ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
門
。

そ
れ
が
シ
ン
ボ
ル
ゲ
ー
ト
「
交
流
門
」

で
す
。

「
交
流
門
」
は
「
全
町

公
園
化
構
想
」
に
基
づ
き

平
成
５
年
に
完
成
し
ま
し

た
。
県
道
川
西
三
田
線
を

は
さ
ん
で
、
両
側
に
猪
名

川
の
流
れ
を
か
た
ど
っ
た

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
建
て
て

い
ま
す
。
そ
の
高
さ
は
、

１
本
が
４
ｍ
、
幅
は
60
cm
か
ら
80
cm
あ
り
、

御
影
石

み
か
げ
い
し

で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

傍
か
た
わら

に
は
「
強
く
優
し
く
穏
や
か
に

町

を
流
れ
る
猪
名
川
／
町
へ
の
親
し
み

国
際

性

未
来
を
見
つ
め
る
眼
／
町
を
流
れ
る
三

つ
の
心
／
此
処

こ
こ

に
そ
の
心
と
シ
ン
ボ
ル
を

表
す
る
」
と
書
か
れ
た
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ゲ
ー
ト
の
名
称
は
公
募
さ
れ
て
、

杤
原

と
ち
は
ら

在
住
の
方
の
案
「
交
流
門
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

▲県道川西三田線両側にある
シンボルゲート「交流門」

（写真は松尾台側）

町
の
シ
ン
ボ
ル
ゲ
ー
ト
「
交
流
門
」
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▲読書週間中の 1 1月７日を昨年から

「猪名川町読書の日」としています。

町内すべての幼稚園、小・中学校で、

朝読書をはじめ紙芝居など楽しい催し

が行われました。六瀬幼稚園では絵本

の読み聞かせが行われ、子ども達は本

に親しみました。

本に親しもう！

たくさんの来場者でにぎわう
いながわまつり

み
ん
な
で
ま
ち
を
守
ろ
う
！

�1 1月７日の夕方から夜にかけ、

北部地域で「亥（い）の子」が行

われました。平安時代から続く秋

の収穫を感謝し、無病息災や家の

繁盛を願って各家の戸口の地面を

新米わらで作った棒で叩き、祝い

言を唱える行事で、西畑地区では

中学生までの1 7人が参加し、約３

時間かけて地区内をまわりました。

新
米
わ
ら
で
お
祝
い




